
 

 

「歯原性腫瘍の発症状況に関する全国調査」 

１．研究の対象 

2018年 1月 1日から 2023年 12月 31日までの 6年間に、当院歯科口腔外科を受診し、 

歯原性腫瘍診断され、治療が実施された患者さん 

 

２．研究目的・方法 

歯原性腫瘍の発生状況や診療内容などを明らかにすることにより、治療の均てん化（全国

で高度でかつ平均的な医療の提供を実現すること）を図り、最終的には診療ガイドライン

を作成することを目的とします。 

実施許可日～2027年 3月 31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

・診断名（2024年の WHO国際分類に準拠します）、年齢、 性別、発症部位 

・エナメル上皮腫については、主訴（おもな症状）、特徴的な画像（レントゲン）所見、

治療法、再発の有無や期間 等 

 

４．外部への試料・情報の提供 

代表機関（公益社団法人日本口腔外科学会／一般社団法人日本口腔腫瘍学会）へのデータ

の提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行います。対応表は、当院の研究

責任者が保管・管理します。 

 

５．研究組織 

研究代表機関 

東京歯科大学口腔腫瘍外科学講座 

千葉県市川市菅野 5-11-13  TEL：047-322-0151 (代表) 

研究代表者：東京歯科大学口腔腫瘍外科学講座主任教授 野村武史  

 

共同研究機関 

金沢大学顎顔面口腔外科学分野     

九州大学口腔顎顔面病態学講座     

鶴見大学病理学講座          

東京歯科大学市川総合病院臨床検査科  

東京歯科大学口腔病態外科学講座    

新潟大学顎顔面放射線学分野      

北海道大学口腔顎顔面外科学教室     

北海道大学放射線学教室        

北海道口腔病理診断所      

   

 



 

 

研究協力機関 

川崎市立川崎病院 他、 

全国の公益社団法人日本口腔外科学会／一般社団法人日本口腔腫瘍学会の研修施設 

および準研修施設 

 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

研究責任者： 

  （例）川崎市立川崎病院歯科口腔外科 鬼澤 勝弘 

  住所：神奈川県川崎市川崎区新川通 12-1 

  電話：044-233-5521（代） 

 

-------------------------------------------------------------------以上 

 


